
SRSマトリクス

要求定義
書の目的

要求定義
書の想定

読者

要求定義
書の構成

参考文書
システム
化の目的

業務概要
とシステ
ム化の範

制約
事項

用語
定義

要求に変
更を与え
る事項

未確定事
項

業務フ
ロー定

義

機能
定義

データモ
デル定

義

非機能
要求グ
レード表

システム
アーキテ
クチャ要

移行
要求

サービス
提供要求

システム目的の独立性 ● ●
業務要求のシステム目的への適合 ●
定量的具体性の有無 ● ● ● ●
要求の独立性 ● ● ● ●
標準SRSとの整合性 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
文書の参照関係の明示 ●
例外要求の網羅 ● ●
変更可能性の明記 ● ●
一意に特定可能 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
用語集の存在 ●
ランク付けの有無 ● ● ● ●
用語の整合 ● ● ● ● ● ●
動作の整合 ● ● ●
制約条件と要求の整合 ● ● ● ● ● ●

【５章】
非機能要求

標準SRSの目次
【１章】

本要求定義書について
【２章】

システム開発概要
【３章】要求に変更を
事項・未確定事項

【４章】
機能要求
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RFPマトリクス

システム
化の背

景

システム化の
目的・方針

解決し
たい課

題

狙いとす
る効果

現行シス
テムとの

関連

会社・組
織概要

新システ
ムの利用

者
予算

提案の
範囲

調達内容・
業務の詳

細

システ
ム構成

品質・性
能条件

運用
条件

納期およ
びスケ

ジュール
納品条件

定例報告
および共

同レ
ビュー

開発推
進体制

開発管理・
開発手法・
開発言語

移行
方法

教育
訓練

保守
条件

グリー
ン調達

費用
見積

貴社
情報

システム目的の独立性 ● ●
業務要求のシステム目的への適合 ● ● ●
定量的具体性の有無 ● ●
要求の独立性 
標準RFPとの整合性 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
文書の参照関係の明示 
例外要求の網羅 
変更可能性の明記 
一意に特定可能 
用語集の存在 
ランク付けの有無 ●
用語の整合 ●
動作の整合 
制約条件と要求の整合 

提案手
続き・ス
ケジュー

ル

提案依頼書
(RFP)に対す
る対応窓口

提供資
料

参加資
格条件

選定方法
について

開発期
間

作業場所

開発用コン
ピュータ機
器・使用材
料の負担

貸与物
件・資料

システム品
質保証基

準

セキュリ
ティ

発注形態 検収
支払条

件

保証年数
(瑕疵担

保責任期
間)

機密事項
著作権

等
その他

システム目的の独立性 
業務要求のシステム目的への適合
定量的具体性の有無 
要求の独立性 
標準RFPとの整合性 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
文書の参照関係の明示 
例外要求の網羅 
変更可能性の明記 
一意に特定可能 
用語集の存在 
ランク付けの有無 
用語の整合 
動作の整合 
制約条件と要求の整合 

【３章】要求に変更を与える
提案手続きについて

【１章】
システム概要
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標準RFPの目次

標準RFPの目次
【４章】 【５章】

保証要件 契約事項
【６章】

開発に関する条件

【２章】
提案依頼事項



標準SRS＋PQM

親ID 名称 子ID 名称 親ID 名称 子ID 名称 説明
S1-1 要求定義書の目的 U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
S1-2 要求定義書の想定読者 U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
S1-3 要求定義書の構成 U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い

U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U3 堅実性 U3-2 文書の参照関係の明示 情報の起源が明示してある度合い

U1 合目的性 U1-1 システム目的の独立性
システムの目的がそれぞれ独立して
記述されている度合い

U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合

い
U1 合目的性 U1-2

業務要求のシステム目
的への適合

業務要求がシステムの目的と適合し
ている度合い

U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合

いU3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U4 充足性 U4-4 制約条件と要求の整合 要求が制約条件を満たしている度合

いU3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U3 堅実性 U3-6 用語集の存在 用語集が存在してること
U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い

U3 堅実性 U3-4 変更可能性の明記
将来要求を変更する可能性について
明記してある度合い

U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合
いU3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い

U3 堅実性 U3-4 変更可能性の明記
将来要求を変更する可能性について
明記してある度合い

U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合
いU3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い

U3 堅実性 U3-3 例外要求の網羅 例外について明記してある度合い
U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合

U4 充足性 U4-2 用語の整合
SRSの記述内で使用している用語に
ついて，意味や表現が整合している
度合い

U4 充足性 U4-3 動作の整合
SRSの記述内で各動作についての表
現が整合している度合い

U1 合目的性 U1-1 システム目的の独立性
システムの目的がそれぞれ独立して
記述されている度合い

U2 生産効率性 U2-1 定量的具体性の有無
程度や頻度が具体的に示されている
度合い

U2 生産効率性 U2-2 要求の独立性
1つの要求に複数の要求が含まれて
いない，または依存していない度合い

U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U3 堅実性 U3-3 例外要求の網羅 例外について明記してある度合い
U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合
U4 充足性 U4-1 ランク付けの有無 要求の重要度が明記されている度合

U4 充足性 U4-2 用語の整合
SRSの記述内で使用している用語に
ついて，意味や表現が整合している
度合い

U4 充足性 U4-3 動作の整合
SRSの記述内で各動作についての表
現が整合している度合い

U4 充足性 U4-4 制約条件と要求の整合 要求が制約条件を満たしている度合
いU3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い

U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合

U4 充足性 U4-2 用語の整合
SRSの記述内で使用している用語に
ついて，意味や表現が整合している
度合い

U4 充足性 U4-3 動作の整合
SRSの記述内で各動作についての表
現が整合している度合い

U4 充足性 U4-4 制約条件と要求の整合 要求が制約条件を満たしている度合
いU3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い

U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合
い

U2 生産効率性 U2-1 定量的具体性の有無
程度や頻度が具体的に示されている
度合い

U2 生産効率性 U2-2 要求の独立性
1つの要求に複数の要求が含まれて
いない，または依存していない度合い

U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合
U4 充足性 U4-1 ランク付けの有無 要求の重要度が明記されている度合

U4 充足性 U4-2 用語の整合
SRSの記述内で使用している用語に
ついて，意味や表現が整合している
度合い

U4 充足性 U4-4 制約条件と要求の整合 要求が制約条件を満たしている度合
い

U2 生産効率性 U2-1 定量的具体性の有無
程度や頻度が具体的に示されている
度合い

U2 生産効率性 U2-2 要求の独立性
1つの要求に複数の要求が含まれて
いない，または依存していない度合い

U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い

プラグマティック品質

参考文献S1-4

制約事項S2-3

S2-1 システム化の目的

業務概要とシステム化の範囲S2-2

標準SRS

本要求定義書についてS1

S3-2 未確定事項

S2-4 用語定義

データモデル定義S4-3

S4-1 業務フロー定義

S4-2 機能定義

要求に変更を与える事項S3-1

機能要求S4

システム開発概要S2

要求に変更を与える事
項・未確定事項

S3

S5

S5-1 非機能要求グレード表

S5-2 システムアーキテクチャ要求

S5-3 移行要求
非機能要求



標準SRS＋PQM

U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合
U4 充足性 U4-1 ランク付けの有無 要求の重要度が明記されている度合

U4 充足性 U4-2 用語の整合
SRSの記述内で使用している用語に
ついて，意味や表現が整合している
度合い

U4 充足性 U4-4 制約条件と要求の整合 要求が制約条件を満たしている度合
い

U2 生産効率性 U2-1 定量的具体性の有無
程度や頻度が具体的に示されている
度合い

U2 生産効率性 U2-2 要求の独立性
1つの要求に複数の要求が含まれて
いない，または依存していない度合い

U3 堅実性 U3-1 標準SRSとの整合性 標準SRSに準拠している度合い
U3 堅実性 U3-5 一意に特定可能 個々の要求をID等で特定できる度合
U4 充足性 U4-1 ランク付けの有無 要求の重要度が明記されている度合

U4 充足性 U4-2 用語の整合
SRSの記述内で使用している用語に
ついて，意味や表現が整合している
度合い

U4 充足性 U4-4 制約条件と要求の整合 要求が制約条件を満たしている度合

S5

S5-4

S5-3

サービス提供要求

移行要求
非機能要求


